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その2病診連携と排尿日誌の巻
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【今回の|お話はいか
―
がでしたか?】           ‐

今回のお話め中で特に矢百ちてし`ただきたいのが病診連携です。病診
連携とは、1総合病院とかかりつけ医が連携して患者さんの治療にあ

たることで―す:今回|の|ように覇経ヘルニアからみつかつた前立腺肥

大症を:病院の泌尿器科で治療を始め、症状が安定したら地元のか

かりつけ医で治療を続けるというのが病診連携の―lyllです。

1かかりつ1ナ塵に相談しましょう1‐ |■ |・ .

夜閲のトイL/口1数が多い原因はt煎立腺月日大症‐だけではありません。
高血圧t糖尿病、年齢などゃ関係レていう|の|で |、 あ琴たの体傘体をみ
て|おられる.1‐ かかりつけ医|の先生であ|れ |ぎ生活習l漬を含めて見直し
ていただけます。もちろん、必要に応じて0かかりつけの先生は泌尿

器科の先生と病診連携をとって治療していきます:あなたが、今回

の主人公のように夜間頻尿や残尿感などの悩みを、かかりつけ医の

先生に打ち明けたら、きっと、あなたに合うた診療情報提供書 (紹介状)

を作つてくださるでしょう。  |  | ‐

I誨童腺庭大症について知り識しよ義‐|‐
前立腺肥大症を治療する時には、病気について矢回ることも大切です。

前立腺は男性だけにありt膀 :光 の下で尿道を取り囲む形のくるみ程

度の大きさの臓器です。前立腺が肥大すると尿道を圧迫して、「何度

もおしっこに行く」、「尿が出にくい」、「おしつこをしても まだトイレ

に行きたい感じがする」などの症状を引き起こします。治療には、薬

による治療と手術があります6 .‐



|【甲車線鯉大症の治療薬lαi受書体遠断剤て

“

|フ
テーラン・ⅢⅢ→

l

.前立稼肥本症の治療でよく用いられる薬がtα‐i受蓉体遮断斉」です。
1煎

=1泉

iЁ大症きは箭立月泉や尿造ちヽ通乗羹こ素振しきぃますか:こめ素
張をαl受蓉体遮酷 1がともてリララクスきせるため、症状が改塞し

‐事す|‐岬本|1煎立腺がJヽさくなる|わ 1才 |ではありませんが1かなりの
効果ゲ期待で

―きます:  | ‐   ‐   ‐        |

1前章線臨大難と通幾動謗議】 | |
‐最近t過活動膀眈という病気が注目されてしヽます。活発すぎる膀洸
とい.う意味で、トイレが我慢できないような切迫した尿意「尿意切迫感」
を感じt通常は頻尿や夜間頻尿もみられます。過活動膀洸の症状を
伴う前立腺肥大症も多く、αl受容体遮断斉」や抗コリン薬が効きます。

【適薫な飲水量】

今回のように、頻尿の方はトイレが心配で水分を極端に控える方がい

ますが、脱水が心配です。脱水になると心筋梗塞や脳使塞などを起
こす危険性があります。逆に、水を飲み過ぎて頻尿になる方もいます。
適IEな飲水量は排尿日誌をもとに、医師と相談するめがよいでしょぅ。
頻尿の原因が前立腺肥大症であれば、薬による治療を受けながら水
分を適切にとることが健康的です。

【よい診療 |ま目議から】

排尿国誌の他にっ、頭痛日誌、血圧日誌、喘患日誌、糖尿病の運動日
誌など、日誌を活用した治療が多くなりました。日誌に記入すると、
自分の状態を把握しゃすいだけでなく、医師も憲者さんの症状を理
解しやすぃという効果があります。排尿日誌 |ま定期的に決められた

日に、24時間すべての排尿について時間と量を記録するだけです。
1回排尿量tl日排尿量、昼間と夜間の排尿の違い、以前の状態との

比較など、いろいろな情報が手に入ります。排尿で悩んでいる方には

是非お勧めします。



「数年前から尿の勢いが悪く、次第に夜間排尿の回数や量が多くなつた」
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ポィント③ 一般的な排尿回数と量 について
。排尿回数:1日 10回       _般 的に排尿は1日 8回以下で、24時間の排尿量が

(昼間6回、夜間4回)      1000～ 1500mlで あれば正常とされています。

1藝  詔 Eオ層蛎闘
ねます。

ポイント④ 夜間尿量率について
止参篠輩曇謙参露へ鍛ア軒五イス

夜間の排尿量が多いですし、]回の排尿量も

違 、
 ][           [不 言

～200ml(正 常な1回 JF尿量:200～ 300「
やや少な目です。上言副こ飲水量も加えていただ .

より多くのことが分かる良い記録になります。

前立腺肥大症などがないか確認するためにも、医  ると高いと半」断されます。

師に一度こ相談ください。
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